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▽
三
塁
打
　
佐
取
（足
）
▽
二
塁
打

一局
草
木
（足
）

【評
】
序
盤
で
先
制
し
試

合
を
優
位

に
進
め
た
栃
木

小
花
の
２
連
打
で
３
点
を
先

制
。
二
回
以
降
は
２
安
打
に

と
ど
ま
っ
た
が
、
八
回
に
敵

失
か
ら
の
走
者
を
小
花
が
中

犠
飛
で
返
し
、
貴
重
な
追
加

点
を
奪

つ
た
。

足
工
大
付
は
九
回
に
■
点

差
ま
で
詰
め
寄
っ
た
が
、
反

撃
も
そ
こ
ま
で
。
得
点
機
に

あ
と

一
本
が
出
ず
１０
残
塁
を

喫
し
た
。
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輔
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卿
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雄
は
謳
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剖
¨
産
割
時
的
に
唯
睦
鰤
響
だ

しヽ
「融

か

っ
た
」
。
投
手
を
支
え
る
思
い
が

が
、
追
い
す
が
る
足
工
大
付

・ を
赫
利
円
「
生
ど

・
黒
田
と

．

【栃  木】打 安 点
⑨ 鈴 木 4■ 0
④  五 井 野 3■ 0
③  浅  りI1200
H3太  田 ■ 00
H 田  神 ■ 00
3 長谷チ;1智 000
⑦  黒  田 2■ ■
H 石 原 ■ ■ 0
R7石 郷 岡 000
③  小  花 2■ 3
⑤  関  口 400
⑥ 田 崎 3■ 0
②  岩  村 300
① 前 原 ■ 00
■ 津  村 ■ 00
振 球 犠 併 残 打 安 点
223052864

投  手 回  打 安 失
島  田 3 1343
井  出 2 8■ 0
御 田 駿 3 12■ ■

前 原 4 173■
津  村 5 2392

▽ 審 判  (球 )大
山 (塁)中 井 、 篠
原 、 秋 元 英 ▽ 試 合
時 間  ■時 FH149分

に
頼
り
切
り
。
だ
か
ら
こ
そ
打
線
で

流
れ
を
作
り
た
か

っ
た
」
と
中
前
へ

は
じ
き
返
し
先
制
。
続
く
小
花
智
志

は

「■
回
戦
で
失
策
し
た
。
そ
の
悔

し
さ
を
打

っ
て
晴
ら
す
」
と
２
点
適

眩

膨

喘
知
絆
味
岬
”
醜
い
凍
笏
静
蒙
け
〓

村
を
リ
ー
ド
し
た
岩
村
も
、
２
投
手

を
守
り
で
援
護
し
た
。
八
回
は
飛
び

プ
シ
ヨ
に
表
れ
た
。

谷
昌
範
監
督
は

「苦
し
い
試
合
だ

っ
た
が
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を
中
心
と
し

た
粘
り
強
い
守
備
で
乗
り
越
え
ら
れ

た
」
と
勝
利
を
導
い
た
野
手
た
ち
の

奮
闘
を
た
た
え
た
。

準
決
勝
の
相
手
は
、
昨
夏
の
３
回

戦
で
土
を
付
け
ら
れ
た
国
学
栃
木
。

谷
監
督
は

「こ
の
日
の
試
合
で
も
チ

ー
ム
は
成
長
し
た
。
チ
ー
ム
は
ま
だ

進
化
の
途
中
」
と
伸
び
し
ろ
の
大
き

さ
を
強
調
す
る
。
チ
ー
ム

一
丸
で
半

世
紀
前
の
歴
史
に
並
ん
だ
栃
木
。
歴

鰐

電

梗

抒

瞼

チ
ー
ム
一
九

窮
地
し
の
ぐ

５４
年
ぶ
り
に
春
の
ベ
ス
ト
４
進
出

を
決
め
た
栃
木
。
最
後
の
打
者
を
外

鍛
″
議
諧
訛
判
¨
枷
％
衆
”
酔
醐
常

弾
け
る
笑
顔
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
見

せ
た
。

初
回
に
奪

っ
た
３
点
が
大
き
な

鮮

金
″
と
な

っ
た
。
■
死
二
、
三

塁
で
打
席
に
入

っ
た
４
番

・
黒
田
啓

仁
が

「■
、
２
回
戦
は
主
戦
の
津
村

栃
木
―
足
工
大
付
準
々
決
勝
　
５４

F―n

颯

纂

鶏
沐
鞣

L

足工:大1付1反1撃及|ば
|ず

|

尋


